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 国境と民族を越えて受容されている日本の作家・村上春

樹に関連した研究のグローバルな学術交流と研究成果を図

り、学際的な視野で村上春樹を捉える淡江大学村上春樹研

究センター主催第 5 回村上春樹国際学術研討会にて、研究

発表会の司会・コメンテーターと研究成果発表を行った。  
日本・台湾・韓国・中国といったアジア圏だけでなく、ア

メリカやヨーロッパの日本文学研究者、英語・中国語・台

湾語・韓国語等への村上作品翻訳者、国内外の文芸評論家

が一堂に会する本国際研究会では、初めての国際色の強い

学究的議論の末席に加わることができた。  
 研究発表は、 2 日目午前中の分科会会場にて、「「七番目

の男」の〈風景画〉について」と題し、高校国語科教材と

しても定着しつつある本作品の解釈をめぐる口頭発表を行

った。従来、怪異や恐怖といった点にばかり議論の焦点が

当てられた本小説であるが、その回想形式と額縁構造に着

目し、回想内容が回想の記述を浸蝕するという村上春樹の

小説技術が駆使されているテキストであると論じた。  
 本発表について、台湾の研究者から同時期の他作品との

関連について質問が出された。また懇親会および休憩時間

には、文芸批評家から本作の時間の隔たりについての示唆

をいただいた。その他、研究会の至るところで、今後の研

究について貴重なアドバイスを賜ることができた。  
また、基調講演と２つのシンポジウムに参加し、諸国間の

翻訳事業や事情の違い、世界文学と日本文学の問題などに

ついても最先端の村上春樹研究ひいては日本近代文学研究

の動向と方法とを学ぶことができた。  
 

 


